
1-4　既往研究と本研究の位置づけ
(1) ドールハウスコレクションを紹介するもの

□吉野君子「マイクロインテリア : ドールハウスの世界」（2000） 5p

ドールハウスの歴史、素材についての紹介。おもに王妃のドールハウスな

ど精密なものについての紹介。

□梅本 建夫「ドールハウスとメルヘンの世界」（1996） 13p. 

ドールハウスの歴史とドールハウスを所蔵している博物館、美術館につい

ての紹介。

(2) ドールハウスがもたらす効果や役割を述べるもの
▽ Annette Cremer, A Miniature State: The Dollhouse City of Princess Augusta 

of Schwarzburg(1666-1751), 2015 20p. 

コレクションの存在の社会政治学的、また個人的な理由と、その歴史的な

背景について述べる。

▽ A. Monterey Blair, The Roles of the Dollhouse throughout History: An Art, a 

Craft, a Toy, 2015 19p. 

工芸、玩具としてのドールハウスの役割の変化の意味することを調査し、

ドールハウスの歴史の調査および美術と工芸両方の作品の分析を通して、

ドールハウスをフェミニスト芸術運動のシンボルとして捉える。

▽ Nancy Wei-Ning Chen, Playing with Size and Reality: The Fascination of a 

Dolls’ House World, 2014 18p.

メイドまたは少女たちを対象とした教育的なモデルとしてではなく、想像

力や創造性、主体性を育む手段、場としてのドールハウスを取り扱い、ドー

ルハウスのイメージが家庭を描写する時にどれほど重要なのかを実験を通

して考え、さらにドールハウスの文学表現とミニチュアの世界での子供の

冒険の描写がどれだけ大きさを対比させているのか、どれだけ指導者の想

像の世界と現実の世界の境界についての無意識の不安を引き起こすのかに

ついて議論する。

▽ Lynne Murray, Matthew Woolgar, Stephen Briers, Alison Hipwell, Children's 

Social Representations in Dolls' House Play and Theory of Mind Tasks, and 

their Relation to Family Adversity and Child Disturbance, 2001 22p.

ドールハウスで遊ぶことが子供の情操教育や様々な経験をするのにも関係

していることから、子供の行動に関する問題の基盤とすさんだ家族関係の

精神病理学を解明し、セラピー治療の介入の方法を探る。

(3) ドールハウスから文化、歴史を読み解くもの
□赤澤 真理 , 兼田 美咲 , 楊 昱「オランダにおけるドールハウスに示された日本

の屏風 」(2015) 14p. 

アムステルダム国立美術館に収蔵されている 2 つのドールハウスの紹介と、

そこに見られる漆のティーテーブル・陶磁器・屏風などから、当時のオラ

ンダにおける東洋趣味を理解する上で重要な資料となることを示す。

▽ Amelie Hastie, History in Miniature Colleen Moore’s Dollhouse and 

Historical Recollection, 2001 46p.

無音映画のスター Colleen Moore がつくらせて保存・活用していた豪華な

ドールハウスは、その時代その場所が閉じ込められたものであるので、映

画と同じような体験をもたらすことを述べる。

(4) 本研究の位置付け
以上の既往研究は、ドールハウスについてさまざまな角度から研究したものを

取り上げた。(2)(3) のように、ドールハウスからもたらされるもの及び読み解

けるものについての研究はされているものの、ドールハウスそのものについて

の研究はない。また、(1) のようにドールハウス自体を議題にしていても、そ

の紹介に留まっている。

したがって、本研究の位置付けは、ドールハウスそのものを取り扱って、主に

文献調査を通して、その変遷について明らかにするものである。

1-5　研究方法
第 2 章では、本論で研究対象とする 18 世紀から 19 世紀にかけてのイギリス

のドールハウスの背景となる 18 世紀から 19 世紀にかけてのイギリスの社会

的状況や邸宅、住み方について、文献調査などから明らかにする。

第 3 章では、ドールハウスとはどういうものなのか、どのような歴史があるの

かについて、文献調査などから述べ、本論で研究対象とする 18 世紀から 19 世

紀にかけてのイギリスのドールハウスの位置付けを明らかにする。

第 4 章では、職人がつくった美術工芸品としての側面が強い初期のドールハウ

スを取り上げて、職人の置かれた環境や人々との関わり合いについて、文献調

査などから明らかにする。

第 5 章では、職人のつくった美術工芸品としてのドールハウスの構造や材料に

ついての分析に基づいて製作方法を明らかにする。

第 6 章では、贅沢な趣味であったドールハウスが中流階級や庶民の手に届く工

業品・大量生産品になる過程を文献調査などから明らかにする。

第 7 章では、本論で扱うドールハウスの比較対象である 18 世紀から 19 世紀

にかけての建築が工業化前後でどのように変化したのかを文献調査などから明

らかにする。

第 8 章では、第 2 章から第 7 章までで明らかになったことを踏まえて、ドール

ハウスと建築における工業化の比較、分析を行う。
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 第 2 章　18 世紀から 19 世紀にかけてのイギリス
本論で研究対象とする 18 世紀から 19 世紀にかけてのイギリスのドールハウス

の背景となる 18 世紀から 19 世紀にかけてのイギリスの社会的、経済的、政治

的状況、住宅を述べ、本論で研究対象とする 18 世紀から 19 世紀にかけてのイ

ギリスのドールハウスは、社会的、経済的、政治的にさまざまな変動のあった

時代のものである

ことを示す。また、

ドールハウスのモ

デルにもなったで

あろう当時のイギ

リスの邸宅は、イ

ギリス文化の中心

部分の一端を担っ

ており、イギリス

のドールハウスと

カントリーハウス

の関係は密接なものであることを明らかにする。

第 3 章　ドールハウス概要
文献調査などからドールハウスとはどういうものなのか、どのような歴史があ

るのか、さらにはどのような目的で製作、使用されていたのかについて述べる。

ドールハウスはドイツ、オランダで貴族や上流階級が楽しむ高級な美術工芸作

品として始まり、少しずつ趣味として成熟し、イギリスで発展、文化として大

きく花開いた。また、本論で取り扱う研究対象である 18 世紀から 19 世紀に

かけてのイギリスの家の形を模したタイプのドールハウスは、その後のドール

ハウスの主流のスタイルにつながる原型となったこと、また、産業革命、工業

化が始まってもすぐに職人による工芸品としてのドールハウスがつくられなく

なったわけではなくその後も存在し、工業品としてのドールハウスは少しずつ

現れてきたことを明らかにする。
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1-1　研究背景
現在、農民や職人は工業化され、伝承文化は消滅しつつある。（中略）職

人芸術を復活させようとする今日の様々な試みは、辛うじて観光用芸術に

到達しているにすぎない 。A・ヴァラニャック , M・C ＝ヴァラニャック ( 蔵持不三也訳 )『ヨーロッパの庶民生活と伝承』( 白水社 , 1980) 

とあるように、近代化が進む以前には、建築に限らず多くの面で活躍していた

様々な職人たちも、現代では工業化や効率化、コストパフォーマンスの向上な

どの理由から、以前ほど重用されなくなった。また、活躍の場もなくなってい

くと共に、職人を目指す若者も減少し、技術や工芸が失われかねない状況に陥っ

ている。

日本では、どのように職人やその技術、工芸を残していくかという課題に対し

て、新しいアプローチでその技術を用いたり提案したりすることで、新規顧客

の獲得を目指すというような解決方法が多くとられている。しかし、その成果

はあまり芳しくなく、多くは跡継ぎがいない高齢の職人が技術を守っている状

態で、職人や技術が失われていくのも時間の問題である。

職人や技術、工芸と人々の暮らしの関係はどのような形が理想的なのだろうか。 

どのような形であれば工芸や技術は失われないのだろうか。

職人やその技術、それを用いて作られた作品が、その技術が根付く土地やそこ

に住む人々とどのような関わり合いの中で歴史を重ねてきたのかを美術工芸品

であるドールハウスを通してみる。

1-2　研究目的
本論では美術工芸品であるドールハウスを取り上げ、ドールハウスを実際の建

築を縮小したものとして捉えた上で、職人やその技術が廃れていく一番はじめ

のきっかけとして考えられる産業革命の前後で起こった変化を明らかにし、実

際の建築における変化と比較して、分析することを目的とする。

1-3　研究対象と本論における用語の定義
美術工芸品を対象として研究を進める。

美術工芸品の中でも、様々な職人が関

わっている作品であり、使用者のもと

で手を加えられて変化しながら残って

いくという特徴があるドールハウスを

取り上げることとした。

本論で扱う「ドールハウス」とは、主

として 1/12 の縮尺でつくられた小さな

家のことで、人形や家具が任意に置か

れた美術工芸品である。ドールハウス

の中でも、18 世紀から 19 世紀にかけ

てのイギリスの、家を模したタイプの

ものを対象とする。
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ドールハウスからみる美術工芸品と工業品
—18 〜 19 世紀イギリスを対象として—

図 1　ハスケルハウス 18 世紀後半

図 2　本論の位置付け

図 3　カースルハワード

実物の
ドールハウス

ドールハウス
の影響や背景

建築物

本論であつかう領域

(1)
(2,3)



3/4 4/4

第 4 章　職人の作品としてのドールハウス
職人がつくった美術工芸品としての側面が強い初期のドールハウスを取り上げ

て、職人の置かれた環境や人々との関わり合いについて述べる。職人の中には

高い地位につくものもいて様々な立場の職人がいたと考えられること、ドール

ハウスの依頼主は女性の場合が多く、自ら依頼する場合には自分の思ったとお

りのドールハウスに仕上げやすかったと考えられることを明らかにする。

第 5 章　職人によるドールハウスの製作方法
職人のつくった美術工芸品としてのドールハウスの構造や材料についての分析

に基づいて製作方法を明らかにする。実際に家を建てる場合と比較して整理す

ると、ドールハウスでは精緻に再現することを目指しているため大まかな流れ

や構成方法は同じであったが、決定的な違いが 3 点あることを明らかにする。

1 点目は、工程のなかで組み立てる前に内装仕上げをする点、2 点目は、全体

が小さく軽いため、小屋組などが省かれた簡素で素朴な構造でつくられている

点、3 点目は、家の知識がない家具職人などもつくっていた可能性がある点で

ある。

第 6 章　工業品・大量生産品としてのドールハウス
贅沢な趣味であったドールハウスが中流階級や庶民の手に届くものになる過程

を述べる。はじめは貴族や上流階級でのみ嗜まれ楽しまれていたドールハウス

も時代が下るにつれて中流階級、そして庶民にも楽しまれる趣味になっていっ

た。庶民にまで普及するのには、工業化、産業革命による大量生産で安価に手

に入るミニチュアやドールハウスの登場が不可欠であることを明らかにする。

第 7 章　建築における工業化 ─産業革命による建築の変化

王朝ごとの様式とともに構造面や素材面、技術面での変化を見ていくことで、

本論で対象とするドールハウスの比較対象である 18 世紀から 19 世紀にかけ

ての建築が工業化前後でどのように変化したのかを述べる。18 世紀から 19 世

紀においては、様式がさまざまに変化しながらも新しい素材や技術が導入され、

より安価に手軽に空間をつくることが追求されたこと、また、構造に関する原

理や算出方法が発見、考案されても、実際の設計に導入される場合はほとんど

なく、設計者や技術者それぞれの感覚や経験によって設計、施工されていた時

代が長く存在したことを明らかにする。

第 8 章　ドールハウスと建築における工業化の比較
第2章で明らかになった18世紀から19世紀にかけてのイギリスの社会的状況、

邸宅、住み方を踏まえて、第 3 章から第 6 章で明らかになったドールハウスの

変化、美術工芸品としての側面および工業品としての側面と、第 7 章で明らか

になった 18 世紀から 19 世紀にかけてのイギリスにおける産業革命前後にお

ける建築の変化を比較して、それぞれの変化の対応や影響を考察した。建築に

おいて材料や工法に変化が見られる場合でも、ドールハウスでは木材が材料と

して最適であったため大きな変化としては現れなかったが、建築において複製

によってより経済的に装飾をつくることができるようになった際もドールハウ

スでは印刷することで大胆に装飾を手軽に再現するなど、直接的な対応はない

にしろ影響を受けていると結論づけられる。また、建築ではプレハブ工法とし

て現れた効率化、インスタント性はドールハウスにおいてはキットの登場とし

て現れたと言える。
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